
　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
は
、
原
則
と

し
て
利
用
料
の
１
～
３
割
を
支
払
い
ま
す
が
、
所
得
の

低
い
方
に
は
、
負
担
を
軽
減
す
る
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
施
設（
介
護
老
人
福
祉
施
設
・
介
護
老
人

保
健
施
設
・
介
護
療
養
型
医
療
施
設
な
ど
）
に
入
所
し

た
り
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
し
た
場
合
、
食
費
・

部
屋
代
に
つ
い
て
は
、
本
人
に
よ
る
負
担
が
原
則
で
す

が
、
所
得
の
低
い
方
に
つ
い
て
は
、
食
費
・
部
屋
代
の

負
担
軽
減
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
負
担
軽
減
の
適
用

期
間
は
１
年
間
で
、
そ
の
年
の
８
月
１
日
か
ら
翌
年
の

７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
７
月
～
８
月
の
間
に

申
請
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
申
請
者
の
要
件

・�

世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
で
あ
る
か
、
生
活
保
護

な
ど
を
受
給
し
て
い
る

・�

預
貯
金
が
単
身
で
１
，
０
０
０
万
円
以
下（
夫
婦
で

２
，
０
０
０
万
円
以
下
）
で
あ
る
。
施
設
入
所
な
ど

で
世
帯
を
分
離
し
て
い
る
場
合
も
含
む

●
申
請
に
必
要
な
も
の

・�

本
人
お
よ
び
配
偶
者
名
義
の
通
帳
お
よ
び
有
価
証
券

な
ど

・�

本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
印
鑑

●�

申
請
先
＝
医
療
介
護
課
介
護
保
険
係（
市
総
合
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
⑥
番
窓
口
）

※�

８
月
以
降
、
施
設
入
所
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用

す
る
予
定
が
な
い
方
に
つ
い
て
は
申
請
を
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
必
要
に
な
っ
た
際
に
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※�

８
月
以
降
に
利
用
予
定
が
あ
り
、
申
請
が
ま
だ
お
済

み
で
な
い
方
は
、
８
月
31
日
ま
で
に
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。
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介
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介
護
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０
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問

じ
ゃ
が
じ
ゃ
が

健
幸
通
信

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　

串
間
市
民
病
院
整
形
外
科 

菅
田
で
す
。
串
間
市
民
病
院
に
赴
任
し
て

か
ら
、
早
い
も
の
で
も
う
す
ぐ
５
年
が
す
ぎ
ま
す
。
本
誌
へ
の
投
稿
も
最

後
と
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
今
後
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。
長
い
間
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

串間市民病院�
整形外科�

菅
すが

田
た

  耕
こう

先生

健康
マメ
知識

　
　

�

痛
風
の
症
状
は
？

　
　

暴
飲
暴
食
し
た
翌
朝
な
ど
に
、

急
に
足
の
親
指
の
つ
け
根
が
赤

く
腫
れ
て
痛
く
な
る
痛
風
発
作

が
有
名
で
す
が
、
足
の
親
指
の
つ
け

根
以
外
に
、
足
関
節
、
足
の
甲
、
ア

キ
レ
ス
腱
の
つ
け
根
、
膝
関
節
、
手

関
節
に
も
発
作
が
起
こ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
風
が
吹
い
て
も
痛
い
と
い

う
こ
と
で
、「
痛
風
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
足
の
親
指
の
つ
け
根
以
外
に
、

手
足
の
関
節
や
耳
た
ぶ
の
皮
膚
の
下

に
も
尿
酸
塩
の
結
晶
が
沈
着
し
て
こ

ぶ
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
痛

風
結
節
と
い
い
ま
す
。
痛
風
結
節
は
、

痛
風
発
作
と
違
い
痛
み
が
生
じ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
進
行

す
る
と
、
関
節
が
変
形
し
た
り
骨
の

破
壊
が
起
こ
っ
た
り
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
習
慣
病（
肥
満
や
高

血
圧
な
ど
）
を
合
併
す
る
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
痛
風
発
作
を
何

度
か
経
験
し
て
い
る
人
は
、
発
作
の

前
兆（
違
和
感
）を
感
じ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
　

�

原
因
は
？

　
　

痛
風
は
高
尿
酸
血
症
に
起
因
す

る
病
気
で
す
。
尿
酸
は
、
プ
リ

ン
体（
プ
リ
ン
環
の
構
造
を
持

つ
も
の
の
総
称
。核
酸
の
代
謝
産
物
）

が
分
解
さ
れ
る
こ
と
で
で
き
る
物
質

で
す
。
プ
リ
ン
体
を
多
く
含
む
食
べ

物
を
取
り
過
ぎ
た
り
、
代
謝
経
路
の

ど
こ
か
に
異
常
が
で
き
た
り
す
る
と
、

体
内
の
プ
リ
ン
体
は
少
し
ず
つ
た

ま
っ
て
い
き
ま
す
。
プ
リ
ン
体
が
体

内
で
分
解
さ
れ
る
と
、
最
終
産
物
の

尿
酸
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。

　

つ
く
ら
れ
た
尿
酸
は
、
腎
臓
や
腸

管
か
ら
排
出
さ
れ
ま
す
。
血
液
の
尿

酸
値
は
、
体
内
で
つ
く
ら
れ
た
量
と

排
泄
さ
れ
た
量
の
バ
ラ
ン
ス
に
よ
っ

て
決
ま
り
ま
す
。
血
液
中
の
尿
酸
値

が
上
昇
す
る
と
、
高
尿
酸
血
症
が
出

現
し
ま
す
。
血
液
中
の
尿
酸
値
が
上

昇（
高
尿
酸
血
症
）
し
飽
和
溶
解
度

を
超
え
る
と
、
関
節
内
に
尿
酸
塩
結

晶
が
生
じ
ま
す
。
こ
の
結
晶
を
白
血

球
が
処
理
す
る
際
、
痛
風
発
作（
急

性
関
節
炎
）
が
発
症
し
ま
す
。
高
尿

酸
血
症
状
態
が
続
く
と
尿
酸
結
石
が

腎
臓
に
生
じ
、
腎
機
能
が
悪
化
し
て

腎
不
全
と
な
り
ま
す
。

　

高
尿
酸
血
症
の
原
因
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
腎
臓
か
ら
尿
酸
を
排
出
す
る

機
能
が
低
下
し
た
り
、
暴
飲
・
暴
食
、

肥
満
、
激
し
い
運
動
な
ど
が
原
因
に

な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
降
圧

利
尿
剤
な
ど
の
薬
物
も
原
因
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　

�

診
断
は
？

　
　

確
実
な
痛
風
の
診
断
は
、
発
作

中
の
関
節
の
中
に
尿
酸
の
結
晶

が
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と

で
す
。
通
常
は
、
血
中
尿
酸
値
が
高

く
痛
風
特
有
の
臨
床
症
状
が
あ
れ
ば
、

診
断
は
可
能
で
す
。

　
　

�

予
防
と
治
療
法
は
？

　
　

尿
酸
は
絶
え
ず
身
体
の
中
で
作

ら
れ
て
い
ま
す
。
菜
食
を
主
と

し
た
食
生
活
に
切
り
替
え
、
尿

酸
が
体
内
で
出
来
な
い
よ
う
に
す
る

か
、
内
服
薬
で
血
中
尿
酸
値
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
定
期
的
な
血
液
検

査（
尿
酸
値
と
腎
機
能
検
査
な
ど
）が

必
要
で
す
。

　

発
作
時
の
治
療
に
は
、
消
炎
鎮
痛

薬
を
用
い
ま
す
。
局
所
麻
酔
剤
入
ス

テ
ロ
イ
ド
関
節
内
注
入
も
効
果
的
で

す
。
前
兆
症
状
や
発
作
の
鎮
静
化
に

は
コ
ル
ヒ
チ
ン
も
有
効
で
す
。
痛
風

発
作
が
治
ま
っ
て
か
ら
、
尿
酸
値
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
薬
を
長
期
間
服

用
し
ま
す
。

　

痛
風
の
発
作
が
起
こ
ら
な
い
か
ら

と
い
っ
て
、
薬
を
勝
手
に
や
め
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
再
発
作

を
起
こ
す
方
が
非
常
に
多
い
病
気
で

す
。

Ｑ１Ａ１

Ｑ２Ａ２

Ｑ３Ａ３Ｑ４Ａ４

痛
風
に
つ
い
て

\ 今
月のドクター /

『介護保険負担
限度額認定』の申請は
お済みですか？

負担限度額一覧
利用者
負担段階 対　象　者　名

負担限度額（日額）
部　屋　代 食　費

第１段階
・�世帯全員（世帯分離している配偶者含む）
が市民税を課税されていない方で老齢福
祉年金を受給されている方

・生活保護などを受給されている方

多床室 0円

300円
従来型個室

（特養など） 320円
（老健・療養など） 490円

ユニット型準個室 490円
ユニット型個室 820円

第２段階
・�世帯全員（世帯分離している配偶者含む）
が市民税を課税されていない方で年金を
除いた合計所得金額と課税年金収入額と
非課税年金収入額の合計が年間80万円以
下の方

多床室 370円

390円
従来型個室

（特養など） 420円
（老健・療養など） 490円

ユニット型準個室 490円
ユニット型個室 820円

第３段階
・�世帯全員（世帯分離している配偶者含む）
が市民税を課税されていない方で上記第
２段階以外の方

多床室 370円

650円
従来型個室

（特養など） 820円
（老健・療養など） 1,310円

ユニット型準個室 1,310円
ユニット型個室 1,310円

第４段階 ・上記以外の方 負担限度額適用なし
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